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に
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に
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総
合
振
興
計
画
に
掲
げ
た「
飯
舘
産
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用
推
進
」

「
ま
で
い
ブ
ラ
ン
ド
の
拡
大
」な
ど
を
進
め
る
い
く
つ
も

の
プ
ロ
ジェク
ト
が
ス
タ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。未
来
の
た

め
に
汗
を
流
す
農
家
の
皆
さ
ん
の
心
意
気
に
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え
ら

れ
な
が
ら
。

農
家
さ
ん
の
技
術
と
努
力
と
協
力
が
あ
っ
て
こ
そ

飯
舘
の
農
地
で
新
た
な
試
み
！

「将来への布石」となる新たな農業を進めよう！

今月
の話
題

vol.
26

サポートセンター「つながっぺ」に
おじゃましました。この日は素敵な
柄違いの「状差し」を皆さんで製作
していました。他にも「百歳体操」
をしたり（上の写真）、一緒に昼食
を食べたり、それぞれのペースや
体調にも合わせて、和やかに楽し
く過ごしていました。Ｐ４からの関
連記事もご覧ください。

国産の米をバイオマス資源と
して活用し、プラスチック樹脂
の原料「ライスレジン」を製造
する企業と提携。原料となる米
の栽培が、この春から村内で
も始まりました。

ゼロカーボンにも貢献！

お米がプラスチック製品に
「レジン」とは

「樹脂」のこと

おいしい野菜が並ぶ道の駅の
直売所をよりカラフルに彩る
作戦を展開中！ 野菜づくりの
名人に、村が「彩り野菜」の苗
を提供。現在５軒の農家で育
てていただいています。

直売所のチアリーダーに

カラフル担当！「彩り野菜」

村が目指す「あぶくまもち」の
生産拡大と６次化に、多方面
の力を結集。生産組合の尽力
に応えるべく、「あぶくまもち」
の魅力を高め発信するプロ
ジェクトが始動しています。

村産農畜産物の魅力を発掘

今年のテーマは「あぶくまもち」

左は「彩り野菜」の栽培に取り組む
赤石澤傭（すなお）さん（上飯樋）。
色とりどりのパプリカや唐辛子類の
苗を丁寧に仕立てていました。「初
めてつくる作物もあるからまずは
育て方をよく知る所から。手をかけ
て育ててみるよ」。

今年は60aのほ場で種もみを生産。来年（令和５年）からの栽培拡大を目指しています。

６月15日、専門家を交えた初回の「魅力向上」
作戦会議が行われました。今年は「あぶくまも
ち」のおいしさを伝える魅力的なイベントも用
意しています。ぜひご注目ください！

  魅力向上プロジェクト  
  が始動

生産組合の

   皆
さんの

思いを共有

左の写真は、ライスレジン製のレジ袋
（お米率25％）と、レターオープナー
（封書を開封する時に使うアイテム）
（お米率51％）。

いろどりやさい

あぶくまもち

ライスレジン

耕作されていない水田を活
用して、ライスレジン用の米
の 作 付 けが 行わ れていま
す。下の写真は八木沢地区
の田植えの様子。

「飯舘村あぶくまもち生産組合」の（左から）
森永正男さん（前田・八和木）、代表の青田豊
実さん（前田）、庄司久則さん（小宮）。新たな
挑戦に力を貸してくださる皆さんです。

もっともち米にクレイジーになろう

もちが大好きなの

魅力を発掘！

あぶくまもちは物語も魅力
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